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 新潟および福島沿岸で採集されたババガレイ稚魚 4 個体（全長 27.8-40.9 mm、水深 15-50 

m）の形態的特徴を明らかにした。稚魚は、細長い楕円形の体躯とやや突出した前鼻管に特徴

づけられた。着底稚魚の有眼側体躯全体には、黒色素胞と黄色素胞が疎に分布した。胸鰭の伸

長と鱗の形成が観察された稚魚では、複数の黒色斑紋が観察された。同時に採集されたカレイ

科稚魚（マガレイ、マコガレイ、イシガレイ、ミギガレイ）との分布水深比較より、ババガレ

イは地先の海況に応じた輸送過程を経て、沿岸～沖合性カレイ科稚魚の成育場に着底し得ると

考えられた。 
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